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「かながわ鶏」の肉中イミダゾールジペプチド含量は性別、部位、日齢により変動

する 

［要約］ 「かながわ鶏」の肉中イミダゾールジペプチド(IMDP)含量の変動要因を解

明するため、性別、日齢別、部位別及び保存方法別にIMDP含量を測定した。性別では

雌、日齢では 124日齢以上、部位ではササミ肉、ムネ肉でIMDP含量が高かった。保存

方法では冷蔵１日と冷凍７日で、ムネ肉のIMDP含量に有意差は認められなかった。 
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［背景・ねらい］ 

 「かながわ鶏」の肉の機能性を示し、新たな訴求ポイントを付加して消費拡大の一助と

するため、性別、日齢、肉の部位、保存方法などの違いによる肉中のイミダゾールジペプ

チド（IMDP）含量の変動について解明する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

1 性別間の IMDP 含量は、雌が有意に高かった(図１)。 

2 部位間の IMDP 含量は、ササミ肉、ムネ肉、モモ肉の順に有意に高かった(図２)。 

3 日齢間の IMDP 含量は、雄が 124 日齢で有意に高く、雌は 124 日齢、142 日齢で有意に

高かった(図３)。 

4 冷蔵１日と冷凍 7 日でムネ肉を保存したところ、IMDP 含量に有意差は認められなかっ

た(図４)。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

1 性別、日齢別、部位別の IMDP 含量の測定は、県内生産者が飼養した「かながわ鶏」か

ら採取した鶏肉を用いた。 

2 保存方法別の IMDP 含量の測定は、１区画に雄４羽、雌４羽を飼養し、124 日齢時に採

取したムネ肉を用いた。 
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図１ 性別が IMDP 含量に及ぼす影響 
異符号間に有意差あり(p<0.05)  
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図２ 部位が IMDP 含量に及ぼす影響 
異符号間に有意差あり(p<0.05)  
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図４ 冷蔵 1 日と冷凍 7 日で保存したムネ肉 
が IMDP 含量に及ぼす影響 
ns:有意差なし  
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図 3 日齢が IMDP 含量に及ぼす影響 
性別に異符号間で有意差あり(p<0.05)  
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